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伝統文化こども日本舞踊教室(平成21年度)報告

(財)伝統文化活性化国民協会文化庁委

属伝統文化こども日本舞踊教室の発表

会を開催致しました。

当日の様子をくるくる来訪者の方々へ

御紹介致します。

全14回の稽古で日本舞踊の基本動作、

姿勢、礼儀作法、表現方法を学びまし

た。

地元東久留米市のお子様も参加してお

り、舞台で一生懸命に演舞しました。

会場：西東京市民会館・公会堂

主催：日本舞踊 創舞流・成城国際舞踊

団

後援：西東京市、門前自治会、(社)東

村山法人会第2支部、美多摩新聞社等

講師：創舞寿栄吉氏、創舞吉之城氏、

創舞寿勘氏

内容

一．日本舞踊について

二．舞台装置など本番の舞台を使って

の説明

三．演舞の様子

子供達が演舞した様子が平成23年1月

16日〜22日迄ケーブルテレビJ:COMに

て放映されました。

子供達の精一杯演舞している様子等が

映っており、多くの方から、好評を得

ました。

**************************************

今年（平成24年）は、

2月12日(日）午後1時30分より

東久留米市生涯学習センター・まろに

えホールにて行います。（参加費無

料）

地元の小中学校に通う生徒さん達が、

練習成果を披露致します。

是非多くの方が、観劇し、子供達に声

援を送ることで、その声援が励みとな

り、より一生懸命取り組むことで、将

来、愛情深い人になるでしょう。

東久留米に誘致して5年になり、地域

に根づき始め、多くの地元の子供が参

加しています。

東久留米の地域の文化として、未来あ

る子供達に習得・承継し、地元の誇り

と国際親善交流が図れる人材育成に、

皆様の協力をお願い致します。

詳細は、くるくるイベントカレンダー

2月12日『文化庁観光振興地域活性化

事業伝統文化こども日本舞踊教室発表

会の御案内』をご参照して下さい。 

***************************************

写真は、当日演舞した方、ご家族、指

導者、関係者の方達です。

創舞吉之城氏

日本舞踊について説明

一．日本舞踊について

�日本舞踊の元は歌舞伎から

来ている。歌舞伎は一人の人

生（子供の頃から老人になり

亡くなるまで）を描くのに三

日夜通しで描いた。その一幕

が日本舞踊である。

�日本舞踊は、昔は一般大衆に教え

ていた芸事であったが、明治以降お

金を取るようになった。これは、京

都の町ごとに流派が決まっており、

お金持ち相手に芸事するようになっ

たためである。そこで創舞流は、金

をあまり掛けずに、伝統芸能を再び

一般大衆に広め、さらに、多くの子

供たちに継承していきたいと考えて

います。

�日本舞踊の曲には長唄、端

唄、小唄などがある。長唄は

二十分〜三十分、端唄、小唄

は三〜五分の曲である。端

唄、小唄が誕生したのは、天

保の改革により様々な事を統

制したことに由来する。天保

十二（一八四一）年、三座

（中村座、市川座、歌舞伎

座）を統制（芸事を禁止）し

た。また、『地方（じかた）

さん』（三味線奏者）の教室

を規制。この規制は実質十

年〜十二年続く。この統制が

解かれたのち、二十分の長い

時間の舞踊をやるのが大変な

ため、時間の短い端唄、小唄

がうまれた。

�日本舞踊（振り付け）の成り立ち

は、音楽から振り付けをせず、歌を

題材として振り付けをする。その

後、『地方さん』がついて成り立

つ。拍子（動き）がおどりである。

「振り」とは、体を大きく動かす。

歌詞の中の物語を表すのがおどり。

二．舞台装置など本番の舞台

を使っての説明

ライトの種類には、ステージ

サイドスポットライト、ピン

スポットライト、フロントラ

イトがある。

・ステージサイドスポットラ

イトは、ステージの横から当

てるライトで、鼻の影を無く

す効果がある。

・ピンスポットライトは、舞

台の中央うしろから登場人物

に当て、レンズの種類により

光の境界線（輪郭）をはっき

りさせたり、ぼかしたりする

効果を行う。

舞台を使っての装置説明 舞台を使っての装置説明

・フロントライトは、このラ

イトを目安に演舞の内容に

合った方向を決める。これら

のライトが、有効に使われて

いる範囲をアクティングエリ

アと呼ぶ。

アクティングエリアとは、き

れいにライトがあたり、一番

影が写らない位置のことであ

る。

三．演舞の様子

舞台を使っての装置説明 舞台を使っての装置説明

演目『黒田節』

演目『祭り酒』

演目『さくらさくら』

演目『松の緑』

演舞者：創舞吉之城

演目『浮世坂』

演目『小江戸桜』

演目『若水』

-----------------------------

-----------------------------

-----------------------------

-----------------------------
-----------------------------

-----------------------------

・挨拶 

家元・団長 創舞寿栄吉氏

幼い頃から戦争という悲惨な

環境で育ち、芸を通じて少し

でも世界平和の掛け橋になり

たいとの夢を抱いておりまし

た。

昭和57年、外務省推選のメキ

シコ公演を皮切りに、アメリ

カ、欧州、中東、南米、アジ

ア等、世界30カ国100回以上

の公演を親善大使として海外

文化交流を行ってまいりまし

た。

現在、その文化交流で培った

日本舞踊を幅広い方々に披露

するべく、若手舞踊家を中心

に舞踊団を構成いたしまし

た。

まだまだ未熟ではございます

が、皆様方の地域・社会の中

で、伝統芸術を通し活躍でき

ますよう念願しております。

家元の志を創舞流二代目吉之

城氏が引き継ぎ、未来ある子

供達に日本舞踊を指導してい

ます。

☆外務省推選 成城国際舞踊団

（創舞流）の日本舞踊とは？

日本舞踊を基礎に、伝統芸能

を世界へ輸出できる舞台を作

り続けてきました。30カ国100

回以上の公演で、評価の高

かった演目から古典芸能をは

じめ、長唄・小唄・端唄・新

舞踊・現代舞踊、創作舞踊と

幅広く、どのようなシーンの

舞台でも対応し公演を行って

います。

-----------------------------

・挨拶 創舞流二代目吉之城氏

今まで、日本舞踊はお金持

ち、高齢者の方が多くおりま

す。

しかし、創舞流は垣根を広げ

て、子供達に日本舞踊を習得

し、履歴書の特技欄に日本舞

踊と記載して頂きたいと思っ

ています。

又、安価な指導料で、多くの

方（子供・中・高・大学・成

年・中年・熟年等）に日本舞

踊を広めて行きたいと考えて

います。

先日、中国北京にて開催され

た「第4回北京国際文化創意産

業博覧会」（平成21年11月26

日〜29日、延べ約100万人が

来場）にて、指導者・生徒の

舞踊（創舞流）が『最高栄誉

賞』を受賞致しました。

皆様のあたたかい御声援に感

謝致します。

-----------------------------

・挨拶 後援者代表 野島貞夫氏

（門前自治会会長）

後援の切っ掛けは、東久留米

市に誘致し、今年で4年目で

す。継続して、未来ある子供

達に、日本の伝統芸術を継承

し、地域の活性化（連帯と絆

を深めて）を行い、子供達の

健全育成と日本伝統文化を習

得することで、日本国民の誇

りと、国際親善交流を図れ

る、人材育成を推進したいと

考えたからです。

その理念に基づいて、地元の

小中学校を訪問し、協力頂き

ました。御協力に感謝致しま

す。

又、今後とも御支援をお願い

致します。

門前自治会として、未来ある

子供達を、学校・家庭・地域

で連携して育成して行きたい

と思っています。

又、『地域の特徴を生かし

た、体験の場を提供し、全人

教育の一環とした事業』を推

進して行きたいと、役員一同

考えています。

-----------------------------文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

※本内容について、創舞流家元監修に基づ

く

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


